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本日の話題

１. ＧＢＩＦデータのダウンロード

• データを探す

• データをダウンロードする

• 論文で引用する

２. ＧＢＩＦデータの利用例

• サイエンス・レビュー

• 事例紹介



ＧＢＩＦの用語

オカレンス occurrences 生物が存在した情報（在データ；標本、観察など）

種情報 species 生物の分類（GBIF Backbone Taxonomyによる）

データセット datasets データ提供の単位（コレクション、定点調査など）

出版者 publishers GBIFに公開するデータをホストする機関 （科博、遺伝研）



オカレンスからデータを探す

① トップページから
オカレンスを選択

② 学名を入力して
候補から対象の
種を選択

③ 該当するオカレンスが
一覧表示される

①

②

③



オカレンスからデータを探す

画像の保存・コピーで
分布図も作成可能



データセットのデータを探す

① トップページから
データセットを選択

② データセット名の
一部を入力し、
候補から対象の
データセットを選択

③ オカレンス件数を
選択

④ データセットに含ま
れるオカレンスが
一覧表示される

①

②

③

④



統計情報も入手可能

データセットのデータを探す

界→

門→

綱→

目→



必要なデータを絞り込む



必要なデータを絞り込む

植物園等に植栽されているウスユキソウ属を探す
→データレコードの種類から「生体標本」を選択

日・中・韓三国におけるメダカ属の分布を調べる
→国から「日本」、「中国」、「韓国」を選択

侵入種オオクチバスの１９００年以前と１９００年以降の
分布を比較する
→年に「～１９００」と「 １９００ ～」の期間を指定

渡り鳥のオオジシギが観察された場所を夏季と冬季で
比較する
→月に「７月～９月」と「１２月～２月」の期間を指定

など、目的に応じた絞り込みが可能



データをダウンロードする

① オカレンス一覧から
ダウンロードを選択

② アカウントを入力して
ログイン

③ オプションから
形式を選択

④ 引用の情報を確認

①

②

③

④



データをダウンロードする（続き）

⑤ ダウンロード処理中

⑥ 処理終了後、
ダウンロード可能

⑦ 同時に届くメールでも
ダウンロード情報を
確認

⑤

⑥

⑦



再ダウンロードとクエリの再実行

いつでも
再ダウンロード可能

クエリの再実行により
同じ検索条件で

最新のデータを検索可能

ダウンロードのＵＲＬは
削除対象期限まで保持

延長も可能



論文でダウンロードデータを引用

この部分を
論文に引用

GBIF.org (15 September 2020) GBIF Occurrence Download https://doi.org/10.15468/dl.jvtyxc

引用: GBIF.org (15 September 2020) GBIF Occurrence 
Download https://doi.org/10.15468/dl.jvtyxc

引用についてのガイドライン



ダウンロードデータを引用した論文

ＧＢＩＦは文献追跡プログラムでＧＢＩＦのＤＯＩ
を引用した論文を探し、文献として掲載

引用したデータのＤＯＩ

クリックするとダウンロード情報が
表示され、検索条件の確認や
データのダウンロードが可能



論文に引用されたデータ

データセットごとに引用された回数
とデータが利用された論文が確認
できる



本日の話題

１. ＧＢＩＦデータのダウンロード

• データを探す

• データをダウンロードする

• 論文で引用する

２. ＧＢＩＦデータの利用例

• サイエンス・レビュー

• 事例紹介



ＧＢＩＦサイエンスレビュー

https://www.gbif.org/ja/science-review
和訳版は、http://www.gbif.jp → ライブラリ

２０１５は出版年次
調整のため、欠番

※

ＧＢＩＦデータを利用した査読済み論文を選りすぐり年次ごとに要約

２０１２ ２０１３ ２０１４

２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９

２０１３（和訳） ２０１４（和訳）

２０１６（和訳） ２０１９（和訳）



ＧＢＩＦサイエンスレビュー ２０１９

GBIF Secretariat. (2019). GBIFサイエンスレビュー2019 
[GBIF Science Review 2019] (JBIF, Trans.) Available at 
https://doi.org/10.15468/QXXG-7K93

2018年に出版された査読済み論文

 生物多様性とヒトの健康
 生物多様性データ
 生物多様性科学
 生態・進化・行動・系統分類
 生態系サービス
 気候変動
 侵入種
 保全と食糧安全保障

主な分野

２０２０年１０月和訳版公開
http://www.gbif.jp → お知らせ



事例１：陸棲哺乳類のチェックリスト

“モザンビークの陸生哺乳類に関する知見の統合”
（ＧＢＩＦサイエンスレビュー２０１９ ｐ.１３で「生物多様性データ」の事例として紹介）

他の情報を含め約１７,０００件を利用

• モザンビークでは1976年に陸生哺
乳類190種のリストを作成
（Smithers and Tello, 1976）。

• その後、国内政治の不安定により
リスト更新がなく、保全管理のた
めの情報が不足。

by Judy Gallagher 
https://static.inaturalist.org/photos/19109285/original.jpg?
1528117180 [CC BY 4.0]

Phacochoerus africanus subsp. Sundevallii

Neves et al. (2018) Bothalia 48 :1-23.

• ＧＢＩＦ、国立歴史博物館、調査報告、文献から情報を収集・
整理し、チェックリストの改訂版を作成。



事例１：陸棲哺乳類のチェックリスト
Neves et al. (2018) Bothalia 48 :1-23.

種ごとの
レコード

標本レ
コードが

１つより大

収集者が
１人より大

種が
Smithers and 
Tello (1976）

に含まれて
いる

疑わしいオカレン
スの種のリスト

種のチェックリスト

Yes

Yes

Yes

No

No

No

種の選択プロセス

チェックリスト作成に使われた
オカレンスの位置（8149地点）

Neves et al. (2018) FIGURE 1 Neves et al. (2018) FIGURE 2



事例１：陸棲哺乳類のチェックリスト

Order Families Genera Species

Afrosoricidae アフリカトガリ
ネズミ目 1 2 2

Artiodactyla ウシ目 4 20 25

Carnivora ネコ目 7 28 33

Chiroptera コウモリ目 7 28 71

Eulipotyphla 真無盲腸目 1 3 9

Hyracoidea イワダヌキ目 1 3 3

Lagomorpha ウサギ目 1 2 4

Macroscelidea ハネジネズミ目 1 3 5

Perissodactyla ウマ目 2 3 3

Pholidota 鱗甲目 1 1 1

Primates サル目 2 6 8

Proboscidea ゾウ目 1 1 1

Rodentia ネズミ目 9 32 51

Tubulidentata ツチブタ目 1 1 1

Total 39 133 217
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• 14目39科133属から217種の陸生哺乳類のチェックリストを作成。
• 南アフリカ地域の全種の71％をカバー。

The number of records per mammal order, per decade

Neves et al. (2018) FIGURE 3Neves et al. (2018) TABLE 1

Neves et al. (2018) Bothalia 48 :1-23.



事例２：気候変動下の侵入種の脅威

“外来侵入種に脅かされるジョージアの固有植物種”
（ＧＢＩＦサイエンスレビュー２０１９ ｐ.３４で「侵入種」の事例として紹介）

ＧＢＩＦデータ２５,９０５件を利用

• ジョージアはコーカサス山脈
に位置し、植物多様性が高く
固有種が多いことで知られ
ている。

• 気候変動により、外来侵入
種による脅威が深刻化する
と考えられる。

Cerastium
argenteum
M.Bieb.
Moscow University 
Herbarium 
https://plant.depo.msu.ru/
open/public/item/MW066
4264/img/0.jpg?original 
[CC BY 4.0]

出典：ジョージア政府観光局 (http://gntb.jp/)

Slodowicz et al. (2018) Ecology and Evolution 8 :4431–4442.



事例２：気候変動下の侵入種の脅威

Slodowicz et al. (2018) Figure S2
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• GBIF上のオカレンスを用いてジョージアの固有種の多様性を
マッピング。

• 国土の20％を固有性の高い地域と特定したが、保護区と重複
はする地域はわずか9.4％。

Slodowicz et al. (2018) FIGURE 1

固有植物種 >15 
固有植物種 >=18 
固有植物種 >22
固有植物種 >26 

固有植物種の
オカレンス

固有性の高い地域
保護区

Slodowicz et al. (2018) Ecology and Evolution 8 :4431–4442.



事例２：気候変動下の侵入種の脅威
Slodowicz et al. (2018) Ecology and Evolution 8 :4431–4442.

Slodowicz et al. (2018) Figure 2

現在

2050年の予測
（RCP 8.5 IPSL-CM5A-LR
気候変動シナリオによる）
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• 既知の侵入種27種の

現在と将来の分布を
モデル化し、これらの
種の豊富さをマッピン
グ。

• 多くの侵入植物にとっ
て気候適合性が全体
的に低下することが
示唆。

• 固有性の高い地域で
は侵入植物の種が２
倍になる可能性。

固有性の高い地域
保護区



事務局からのお願い
ＧＢＩＦデータの利用事例をお知らせください。

連絡先: 国立科学博物館 S-Net/GBIF担当

s-net_info@kahaku.go.jp

• 所属機関の年報・調査報告
• 大学の紀要
• 展示物、パンフレット、ニュースレター
• 雑誌やインターネットの記事 など

【ご案内】21世紀の生物多様性研究ワークショップ（通算第14回）
「加速するＧＢＩＦデータの利活用」

日時： 2020年12月5日（土） 13:00～14:40
場所： オンライン（Zoom使用）

※詳細はＪＢＩＦサイト http://www.gbif.jp のお知らせ参照
（11月26-29日は法定停電作業のためサービス停止）

ＧＢＩＦデータを使って
論文を執筆した

日本の研究者が発表
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